
Contents Vol.225
2021.12.21

巻頭特集

1	浪商学園が創立100周年
2	楠本教授が日本代表監督就任

NEWS

1	インカレ８連覇
	 ハンドボール部女子史上初　男子も準優勝
2	陸上インカレ
	 武本がやり投げ初V　
	 400M岩崎　本学初の表彰台
3	教員採用試験過去最多合格
4	籔田がBMX・Ｗ杯初Ｖ
5	ＨＰＳＣ連携機関に本学を指定
6	日本水泳・水中運動学会開催
7	わくわくアダプテッド・スポーツクラブに
	 文部科学大臣表彰
8	名誉教授称号授与式を実施
9	サンライズキャンプ支援活動報告

大体大PEOPLE
田中	章博・サッカー「ソルティーロ大阪FC」代表

EVENT

1	「武道ツーリズム」を実施
2	 健康増進ツアー
3	サッカー部の小川、泉森がJリーグへ
4	キャンプ実習
5	学園祭「雨山祭」をリアルと
	 一部オンラインで開催
6	断水中の和歌山北高校に
	 ミネラルウォーターを寄贈

05

09

11

コラム「ボーシャー」
コラム「窓」

14

01



OUHSジャーナル vol.225（2021.12） 1

浪
商
学
園
は
1
9
2
1
（
大
正
10
）
年
11

月
15
日
、
浪
華
商
業
実
修
学
校
と
し
て
開

校
。
大
阪
市
南
区
細
工
谷
（
現
天
王
寺
区
堂

ケ
芝
）
に
あ
っ
た
工
場
を
間
借
り
し
て
校
舎

と
し
、
職
員
２
名
、
生
徒
わ
ず
か
十
数
名
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。
以
後
、
火
災
と
空
襲
で
２

度
、
校
舎
が
全
焼
し
た
が
、
移
転
と
校
名
変

更
を
繰
り
返
し
な
が
ら
発
展
し
、
現
在
の
大

阪
体
育
大
学
浪
商
中
学
・
高
等
学
校
に
至

る
。1

9
4
9
（
昭
和
24
）
年
に
現
在
の
大
阪

体
育
大
学
浪
商
幼
稚
園
、
1
9
8
5
（
昭
和

60
）
年
に
浪
商
高
校
高
槻
学
舎
が
改
称
さ
れ

て
大
阪
青
凌
中
学
・
高
等
学
校
が
開
校
。
学

園
の
卒
業
・
卒
園
生
総
数
は
本
学
を
含
め
、

7
万
5
5
6
2
名
（
2
0
2
1
年
度
現
在
）

を
数
え
る
。

大
阪
体
育
大
学
は
1
9
6
5
（
昭
和
40
）

年
、
関
西
初
の
体
育
大
学
と
し
て
創
設
さ

れ
、東
京
五
輪
選
手
強
化
対
策
本
部
長
の
大

島
鎌
吉
氏
を
初
代
副
学
長
、日
本
体
育
学
会

の
創
設
メ
ン
バ
ー
の
加
藤
橘
夫
氏
を
初
代

学
部
長
に
迎
え
た
。
1
9
8
9
（
平
成
元
）

年
、
大
阪
府
茨
木
市
か
ら
熊
取
町
に
移
転
。

1
9
9
2
年
、
大
学
院
を
設
置
し
た
。

記
念
誌
の
「
浪
商
学
園
百
年
史
」
で
は
、

学
園
の
歩
み
を
第
１
部
・
歴
史
編
と
し
て
、

創
設
期
・
変
動
期
の
淡
路
時
代
、
発
展
期
・

拡
充
期
の
茨
木
時
代
、
飛
躍
期
・
変
革
期
・

成
長
期
の
熊
取
時
代
に
分
け
て
振
り
返
り
、

第
２
部
・
未
来
編
は
各
設
置
校
の
歴
史
と
決

意
、
次
の
１
０
０
年
に
向
け
て
提
言
を
い
た

だ
く
た
め
に
設
置
し
た
浪
商
学
園
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

１
０
０
構
想
有
識
者
会
議
な
ど
を
紹
介
。
学

科
・
コ
ー
ス
の
変
遷
や
歴
代
役
員
、
在
籍

者
・
卒
業
生
数
の
推
移
な
ど
の
資
料
も
多
数

掲
載
し
た
。

一
方
で
柔
ら
か
い
文
章
を
心
が
け
、
カ

ラ
ー
写
真
を
多
数
掲
載
し
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
な

編
集
と
な
っ
た
の
も
特
徴
。
設
立
者
の
一
人

で
あ
る
野
田
三
郎
第
２
、４
代
理
事
長
の
生

涯
を
振
り
返
っ
た
マ
ン
ガ
も
制
作
さ
れ
、
手

に
取
っ
て
気
軽
に
一
読
し
や
す
い
内
容
と
な

っ
て
い
る
。

歴
史
を
振
り
返
る
に
あ
た
り
、
国
立
国
会

図
書
館
、
国
立
公
文
書
館
な
ど
で
資
料
を
精

力
的
に
収
集
し
、設
置
認
可
に
関
す
る
書
類
、

決
算
書
、
校
舎
図
な
ど
多
数
の
貴
重
な
資
料

を
ア
ー
カ
イ
ブ
と
し
て
保
存
し
た
。

ま
た
、
１
０
０
周
年
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
大
阪
青
凌
中
学
・
高
等
学
校
の
校
舎
が

昨
年
４
月
、
高
槻
市
か
ら
島
本
町
に
移
転
さ

れ
、
大
阪
体
育
大
学
浪
商
中
学
・
高
校
で
は

３
年
前
、１
０
０
周
年
記
念
館
が
竣
工
し
た
。

J
R
大
阪
駅
の
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
は

３
階
南
北
連
絡
橋
の
改
札
内
に
設
置
さ
れ
た

幅
約
4
.
5
㍍
、
高
さ
約
2
.
7
㍍
の
大
型

サ
イ
ズ
。
11
月
８
日
か
ら
１
カ
月
間
、「
次
の

1
0
0
年
も
、
時
代
が
求
め
る
教
育
を
提
供

し
続
け
ま
す
」
と
宣
言
し
、
大
阪
体
育
大
学

大
学
院
・
大
阪
体
育
大
学
な
ど
各
設
置
校
を

キ
ャ
ン
パ
ス
や
校
舎
の
画
像
と
と
も
に
紹
介

し
た
。

JR大阪駅のデジタルサイネージ

浪商学園が創立100周年

大阪体育大学などを運営する学校法人浪商学園が11月15日、創立100周年を迎えた。
約1000人が参加予定だった記念式典は感染症対策を考慮して来年度に延期されたが、
100周年記念誌などの発刊、各設置校の100周年ビジョンの策定などを進め、JR大阪駅
では大型のデジタルサイネージ（電子広告）で創立100周年をアピールした。

浪商学園百年史

記念誌、創設者マンガなど制作



OUHSジャーナル vol.225（2021.12）2

―
―�

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
、次
の
１
０
０

年
に
向
け
て
学
園
が
注
力
し
て
い
く
こ

と
は
。

各
設
置
校
が
学
園
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
い

て
、
次
代
に
向
け
た
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

を
進
め
て
い
ま
す
。
12
月
末
に
最
終
決
定
す

る
予
定
で
す
が
、
そ
の
基
本
は
建
学
の
精
神

「
不
断
の
努
力
に
よ
り
智
・
徳
・
体
を
修
め
社

会
に
奉
仕
す
る
」
で
あ
り
、
社
会
に
貢
献
す

る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と
で
す
。
新
し
い
学

習
指
導
要
領
は
冒
頭
で
、
予
測
不
能
な
時
代

に
未
来
に
向
け
て
自
分
で
考
え
行
動
で
き
る

人
を
育
て
る
こ
と
を
基
本
に
す
え
て
い
ま
す
。

自
分
で
考
え
て
行
動
す
る
た
め
に
は
、
こ
れ

ま
で
学
園
が
関
わ
り
続
け
た
ス
ポ
ー
ツ
の
果

た
す
役
割
は
極
め
て
大
き
い
と
考
え
ま
す
。

―
―�

浪
商
学
園
が
関
西
初
の
体
育
大
学
を
開

学
し
た
理
由
、
背
景
は
。

学
園
は
創
立
以
来
、
野
球
を
中
心
に
ス

ポ
ー
ツ
に
力
を
入
れ
、
創
立
者
の
一
人
で
あ

る
野
田
三
郎
氏
は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
青
少

年
の
育
成
を
一
貫
し
て
基
本
に
置
き
、
そ
の

延
長
線
上
に
体
育
大
学
が
あ
っ
た
の
だ
と
思

い
ま
す
。
三
郎
氏
が
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
の
中
澤

米
太
郎
岸
和
田
市
長
と
意
気
投
合
し
、
大
島

鎌
吉
先
生
（
初
代
副
学
長
、
東
京
五
輪
選
手

強
化
対
策
本
部
長
）、
加
藤
橘
夫
先
生
（
初
代

学
部
長
、
東
京
大
学
教
授
）
に
つ
な
が
り
、

開
学
に
至
り
ま
し
た
。

―
―�

本
学
に
は
開
学
時
か
ら
「
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
」
と
い
う
一

歩
先
に
進
ん
だ
思
想
を
感
じ
ま
す
。

大
島
先
生
か
ら
「
０
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま

で
の
健
康
を
ス
ポ
ー
ツ
で
支
え
る
ん
だ
」
と

よ
く
聞
か
さ
れ
ま
し
た
。「
赤
ん
坊
が
、
は
う

の
も
運
動
。
杖
を
つ
い
て
歩
く
の
も
ス
ポ
ー

ツ
。
我
々
は
そ
れ
を
支
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
。
開
学
当
初
か
ら
そ
ん
な
発
想
が
あ

り
ま
し
た
。
幼
児
や
児
童
、
生
徒
、
学
生
を

対
象
に
す
る
の
は
「
学
校
体
育
」
で
、
教
員

を
養
成
し
ま
す
。
ま
た
、
当
時
は
経
済
成
長

の
一
方
で
労
働
者
の
健
康
管
理
が
必
要
に
な

り
、
大
島
先
生
は
「
生
産
体
育
」
に
力
を
入

れ
た
。
経
済
が
発
展
す
る
と
欧
米
並
み
に
ゆ

と
り
や
余
暇
時
間
が
で
き
て
レ
ク
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
が
必
要
に
な
り
、「
社
会
体
育
」
に
つ
な

が
り
ま
す
。
大
阪
体
育
大
学
は
こ
の
「
学
校

体
育
」「
生
産
体
育
」「
社
会
体
育
」
の
３
本

柱
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
先
見
性
が
あ

っ
た
と
同
時
に
、
今
も
変
わ
ら
ず
に
必
要
な

普
遍
性
を
強
く
感
じ
ま
す
。

―
―�

大
学
の
56
年
間
の
歴
史
や
実
績
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
な
思
い
や
感
想
を
持
た
れ

ま
す
か
。

コ
ロ
ナ
禍
の
前
は
毎
年
、
20
以
上
の
同
窓

会
、
支
部
会
な
ど
で
卒
業
生
と
話
を
し
ま
し

た
が
、社
会
の
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
い
る
人
が
多
い
。
大
学

で
は
競
技
者
も
も
ち
ろ
ん
育
て
ま
す
が
、
多

様
な
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
知
識
を
習

得
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
指
導
的
な
立

場
を
取
れ
る
人
間
が
見
事
に
育
っ
て
い
る
と

感
じ
ま
す
。
卒
業
生
を
見
る
た
び
に
大
体
大

の
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
の
教
育
が
指
導
者
養
成
に
つ
な
が
っ

て
い
る
点
が
一
番
大
き
な
実
績
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
ま
た
、
卒
業
生
は
母
校
愛
が
強

い
で
す
ね
。
大
学
の
規
模
が
大
き
く
な
く
、

８
割
近
い
学
生
が
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て
い
て
、

縦
横
で
コ
ン
パ
ク
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ

と
も
理
由
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―�

少
子
化
な
ど
大
学
経
営
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
今

後
の
課
題
は
。

少
子
化
に
よ
る
入
学
者
の
減
少
は
私
立
学

校
に
と
っ
て
未
曽
有
の
危
機
で
す
。
現
在
、

４
割
ほ
ど
の
大
学
が
定
員
割
れ
し
て
い
る
と

聞
き
ま
す
が
、
さ
ら
に
増
え
て
い
く
で
し
ょ

う
。
変
化
を
恐
れ
ず
柔
軟
に
対
応
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
社
会
に
貢
献

す
る
人
材
を
育
て
る
た
め
に
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
教
育
し
て
い
く
こ
と
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
世
の
中
の
役
に
立
つ
人
材
を
ひ
た

す
ら
育
て
続
け
る
つ
も
り
で
す
。
時
代
が
変

わ
る
中
で
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、
浪
商
学

園
を
継
続
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
社
会
に
貢
献

す
る
こ
と
だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

大阪体育大学茨木キャンパス＝1982年ごろ

大阪体育大学熊取キャンパス

ス
ポ
ー
ツ
で
人
を
育
て
る

創
立
以
来
の
精
神
は
不
変�

浪商学園理事長　野田 賢治

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
た
浪
商

学
園
の
中
核
と
し
て
、大
阪
体
育
大
学

は
56
年
の
歴
史
を
刻
む
。
次
の
１
０
０

年
に
向
け
て
大
学
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
。
野
田
賢
治
理
事
長
に
聞
い
た
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楠
本
監
督
は
大
阪
・
北
陽
高
校
（
現
・
関

西
大
学
北
陽
）で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
を
始
め
、
大

阪
体
育
大
学
で
選
手
と
し
て
全
日
本
学
生
選

手
権
で
優
勝
。
１
９
８
７
年
３
月
の
卒
業
後
、

保
健
体
育
科
教
諭
と
し
て
京
都
府
立
洛
北
高

校
に
赴
任
し
、
在
任
23
年
間
に
全
国
高
校
総

体
で
４
連
覇
を
含
む
７
回
の
優
勝
を
達
成
し

た
。
２
０
１
０
年
か
ら
大
阪
体
育
大
学
の
教

員
と
な
り
、
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
の
監
督

に
就
任
。
今
年
11
月
、
全
日
本
イ
ン
カ
レ
で

史
上
初
の
８
連
覇
（
中
止
の
昨
年
を
は
さ
む
）

を
果
た
し
、
実
業
団
も
加
わ
る
日
本
選
手
権

で
昨
年
ま
で
２
年
連
続
準
優
勝
す
る
な
ど
卓

越
し
た
実
績
が
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、
Ｕ
―

24
日
本
代
表
監
督
を
務
め
、
2
0
1
8
年
の

第
24
回
世
界
学
生
選
手
権（
ク
ロ
ア
チ
ア
）で

女
子
学
生
日
本
代
表
を
優
勝
に
導
い
た
。

日
本
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
は
10
月
18
日
、就

任
記
者
会
見
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
き
、
多
数
の

メ
デ
ィ
ア
が
参
加
。日
本
協
会
の
湧
永
寛
仁
会

長
は「
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
開
催
国
枠
で
出

場
し
た
が
、
パ
リ
五
輪
は
ア
ジ
ア
予
選
ま
た
は

世
界
最
終
予
選
を
自
力
で
突
破
せ
ね
ば
な
ら

ず
、
高
校
・
大
学
で
他
に
は
例
を
見
な
い
強
い

チ
ー
ム
作
り
を
さ
れ
て
き
た
楠
本
氏
に
代
表
監

督
に
就
任
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
た
。
協
会
と

し
て
全
面
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
で
述
べ
た
。

ま
た
、
11
月
４
日
、
世
界
選
手
権
に
向
け

た
メ
ン
バ
ー
20
名
が
発
表
さ
れ
、
本
学
の
卒

業
生
は
13
名
が
選
出
さ
れ
た
。
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
代
表
メ
ン
バ
ー
は
３
名
の
み
で
大

幅
に
若
返
り
が
は
か
ら
れ
、
本
学
卒
１
年
目

の
相
澤
菜
月（
北
國
銀
行
）、中
山
佳
穂（
同
）

ら
も
選
出
。
世
界
選
手
権
で
は
本
学
卒
業
生

の
活
躍
が
目
立
っ
た
。

大阪体育大学ハンドボール部女子監督の楠本繁生・体育学部教授が
ハンドボール女子日本代表（おりひめ JAPAN）監督に就任した。本
学の現職の教職員が日本代表監督を務めるのは、全競技を通じて初
めて。楠本監督は本学ハンドボール部女子監督と兼任し、11 月の全
日本学生選手権大会（インカレ）で８連覇を果たした後、日本代表
合宿を経て、12 月、第 25 回女子世界選手権大会（スペイン）に臨み、
クロアチアを降すなど４勝２敗だった。

選手に指示を出す楠本監督=全日本インカレ

楠本繁生監督
楠本教授が日本代表監督就任

ハンドボール女子
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――日本代表監督に決まったことへの率直な感想は。

今までは戦う舞台がおおむね国内だった。世界でど
れだけ、これまでの自分の経験値が発揮できるのか試
してみたい。代表は結果がすべてだ。大学では教育活
動として、過程や試合の内容を重視したが、これから
は勝つことがすべて。結果にこだわる戦いをしたい。
大学では、メンバー構成も１年１年変わったが、日
本代表でもその時の旬の選手をどれだけうまく配置し
て、総合力として大きなベクトルにするかが重要。学
年、年齢にこだわらず勢いのある選手をどんどん使い、
代表の選手も固定ではないという風通しのいいチーム
作りをしたい。

――�東京五輪は開催国枠で45年、11大会ぶりに出場し、
１勝しました。どう評価しますか。

結果から言えばヨーロッパ勢（モンテネグロ）から
１勝したけれど予選リーグは１勝４敗で敗退し、ファ
ンから見れば残念な結果だと思う。メンバーも一新し
て、過去の歴史や世界と日本の違いを十分に分析して、
次に向けて準備していく。

――パリ五輪に向けてどう強化していきますか。

パリはアジアで１枠しかない。韓国は世界のトップ
にいたころよりもレベルは落ちているが、まだまだ日
本より上。韓国以外にも中国の大きさとか、てこずる
相手はほかにもいるので、どう選手が力を発揮できる
のか、トレーニングしていくしかない。

――日本が世界で勝つために強化するべき部分は。

自分たちより大きい選手と戦わねばならず、普段と
は違う当りを受けてミスが誘発され、ミスで勝敗が決
まる。ハンドは接触する競技なのでコンタクトの強さ、
フィジカルを上げることが勝つための大きな要素だ。

――フィジカルは世界と大差がある？

世界のベスト８に入るチームと比べると、平均身長で10
センチ以上違う。体重も相応に違う。おのずとハンド
ボールで一番必要なコンタクトが弱くなり、点数差に表
れる。そこをどう限られた時間で立て直せるかが課題だ。

――楠本JAPANが目指すハンドボールとは。

すべての面においてのスピード。例えばコンタクト
に行くスピード、戻るスピード、攻めるスピード、パ
スのスピード。今まで以上のことをしないと結果は出
ない。ハンドボール日本女子の50年間の歴史で過去の
監督さんはいろんな努力をしてきた。直接お会いして
話を聞き、伝説のような百日合宿などの過酷な合宿を
しても勝てなかった過去を聞いている。いろんな試行
錯誤をしながらも打ちのめされてきた。自分はやった
ことが結果に残る努力をしたい。

――�大学での教え子が多数、日本代表選手に加わって
いるが、指導でのメリットは。

選手起用では、監督がその選手の人間性、性格をど
れだけつかんでいるのかが大きなウエートを占める。
大学で指導した選手の考え方や性格は理解しているつ
もりなので、それ以外の選手とコミュニケーションを
取れる時間が多く作れるという意味でメリットがある
と思う。

――�洛北高校と本学でともに実績を残しましたが、高
校と大学での指導の違いは。

高校は実質２年半しかなく、スタート時はハンド
ボールの経験者がほぼゼロで、生徒が入部の目的を
「全国で勝ちたい」と言ってくれるのに長い時間がか
かった。だから、高校では早く結果を出したいので、
答えをすぐに教える指導をしていたと思う。しかし、
大学では、選手自らに考えさせることを重視し、練習
でも「質問形式」を多くしている。質問に対して、自
ら言葉でそのプレーを選んだ理由を伝えることができ
ないと、上達はしないと言っている。そのへんの答え
は大学生の方が高校生よりも考えてやっているのがよ
く分かる。
代表チームでも、選手がどういう考え方なのか知って

おきたい。ぎりぎりの局面で「この選手はこういう考え
方だから、入れ替えた方がいい」などの判断要素にな
る。代表合宿でも、選手がどんな考え、どんな意図でそ
のプレーをしたのか、突き詰めて聞いていきたい。

パリ目指し、結果にこだわる

2024年パリ五輪出場に向けて、「楠本JAPAN」が船出した。
就任直後、楠本監督に意気込みを聞いた。
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ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
高
松
宮
記
念
杯
男
子

第
64
回
・
女
子
第
57
回
全
日
本
学
生
選
手
権

大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
が
11
月
６
～
10
日
、
山

梨
県
で
開
か
れ
、
大
阪
体
育
大
学
は
女
子
が

８
大
会
連
続
９
回
目
の
優
勝
を
果
た
し
、
男

女
を
通
じ
て
史
上
最
長
だ
っ
た
連
覇
の
回
数

を
更
新
し
た
。
男
子
も
準
優
勝
と
な
っ
た
。

女
子
は
決
勝
で
、
東
京
女
子
体
育
大
学
と

対
戦
。
前
半
は
11
‒
15
と
先
行
さ
れ
た
が
、

後
半
は
尾
辻
素
乃
子
（
体
育
４
年
）
ら
の
速

攻
で
３
連
続
得
点
を
挙
げ
る
な
ど
し
て
追
い

上
げ
、
27
‒
27
で
延
長
戦
へ
。
延
長
後
半
、

高
木
奈
央
（
体
育
４
年
）
の
得
点
や
Ｇ
Ｋ
山

本
春
花
（
体
育
４
年
）
の
好
セ
ー
ブ
な
ど
で

相
手
を
振
り
切
り
、
32
‒
30
で
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
伴
い
中
止
と

な
っ
た
昨
年
を
は
さ
ん
で
、
男
女
を
通
じ
て

史
上
最
長
と
な
る
８
連
覇
を
達
成
し
た
。

楠
本
繁
生
監
督
は
試
合
後
、
連
覇
に
ち
な

ん
で
８
回
胴
上
げ
さ
れ
た
。

山
本
春
花
主
将
は
試
合
後
、「
今
春
卒
業

し
た
先
輩
は
圧
倒
的
に
強
く
、
絶
対
に
優
勝

で
き
た
は
ず
な
の
に
、
昨
年
は
大
会
が
な
く

な
っ
た
。
先
輩
の
分
も
優
勝
す
る
こ
と
が
で

き
、
素
直
に
う
れ
し
い
。
ま
た
、
今
年
の
体

大
は
弱
い
と
周
囲
か
ら
見
ら
れ
て
い
た
が
、

周
り
の
評
価
を
見
返
す
こ
と
が
で
き
た
」
と

語
っ
た
。

一
方
、
男
子
は
準
々
決
勝
で
中
京
大
学
を

残
り
１
秒
で
30
‒
29
と
逆
転
し
、
準
決
勝
も

延
長
の
末
、
日
本
体
育
大
学
を
38
‒
37
で
降

し
て
決
勝
に
進
出
。
決
勝
で
は
中
央
大
学
に

28
‒
32
で
敗
れ
て
２
大
会
ぶ
り
11
回
目
の
優

勝
を
逃
し
た
が
、
前
回
（
２
年
前
）
の
８
位

か
ら
大
き
く
順
位
を
上
げ
た
。

藤
田
響
主
将
は
「
大
会
前
は
状
態
は
良
く

な
か
っ
た
が
、
勝
ち
上
が
る
ご
と
に
チ
ー
ム
が

成
長
し
た
。
決
勝
は
、
後
半
く
ら
い
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
を
前
半
に
出
せ
た
ら
結
果
は
違
っ

た
か
も
し
れ
ず
、
悔
し
い
」
と
振
り
返
っ
た
。

陸
上
競
技
の
第
90
回
日
本
学
生
対
校
選
手

権
大
会
（
イ
ン
カ
レ
）
で
本
学
勢
の
表
彰
台

が
相
次
い
だ
。

女
子
や
り
投
げ
で
は
武
本
紗
栄
（
体
育
４

年
）
が
59
㍍
90
を
マ
ー
ク
し
初
優
勝
し
た
。

昨
年
は
２
位
だ
っ
た
が
、
今
年
６
月
の
日
本

学
生
陸
上
競
技
個
人
選
手
権
大
会
で
目
標
に

し
て
い
た
60
㍍
の
大
台
を
一
気
に
超
え
る
62

㍍
39
の
自
己
新
記
録
で
初
優
勝
す
る
な
ど
好

調
を
持
続
し
、
学
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
の
座
に
。

武
本
は
「
日
本
イ
ン
カ
レ
は
自
分
の
過
程
と

し
て
勝
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
大
会
と
し
て

位
置
付
け
た
。
優
勝
で
き
て
素
直
に
う
れ
し

い
」
と
振
り
返
る
。

ま
た
、男
子
4
0
0
㍍
で
は
岩
崎
立
来（
体

育
３
年
）
が
46
秒
59
を
マ
ー
ク
し
て
２
位
に

入
っ
た
。
イ
ン
カ
レ
の
男
子
4
0
0
㍍
で
本

学
勢
が
表
彰
台
に
立
つ
の
は
初
め
て
。

4
0
0
㍍
は
男
女
合
わ
せ
て
の
表
彰
台
も
43

年
ぶ
り
、
男
子
短
距
離
全
体
で
み
て
も
表
彰

台
は
29
年
ぶ
り
の
快
挙
と
な
っ
た
が
、「
優
勝

を
狙
っ
て
い
た
の
で
悔
し
さ
が
残
る
」
と
振

り
返
る
。
今
季
は
５
月
の
静
岡
国
際
５
位
、

関
西
学
生
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
優
勝
、
６

月
の
日
本
選
手
権
７
位
と
好
調
に
見
え
る

が
、
日
本
選
手
権
直
前
に
左
足
ハ
ム
ス
ト
リ

ン
グ
に
違
和
感
を
覚
え
、
以
後
は
そ
れ
ま
で

積
極
的
に
飛
ば
し
て
い
た
レ
ー
ス
前
半
を
抑

え
気
味
に
走
っ
た
と
い
う
。来
季
は
ユ
ニ
バ
ー

シ
ア
ー
ド
、世
界
陸
上
の
初
出
場
を
目
指
す
。

News

8連覇を果たし歓喜の涙を流す選手たち

武本紗栄＝5月の関西チャンピオンシップ岩崎立来＝5月の関西学生チャンピオンシップ

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
女
子
史
上
初

イ
ン
カ
レ
８
連
覇

男
子
も
準
優
勝

武本がやり投げ初V

陸上インカレ
400M岩崎　本学初の表彰台
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大
阪
体
育
大
学
の
令
和
４
年
度（
来
春
）採

用
の
公
立
学
校
教
員
採
用
試
験
合
格
者
（
延

べ
）
が
、
過
去
最
多
だ
っ
た
前
年
度
を
さ
ら

に
８
名
上
回
る
63
名
に
達
し
た（
11
月
現
在
）。

内
訳
は
、
教
育
学
部
が
51
名
、
体
育
学
部

が
12
名
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
に
開
設
さ

れ
た
教
育
学
部
は
こ
れ
ま
で
１
期
生
が
44
名
、

２
期
生
が
41
名
、
３
期
生
が
42
名
現
役
合
格

し
安
定
し
た
成
績
を
残
し
て
き
た
が
、
今
回
、

４
期
生
が
初
め
て
50
名
の
大
台
を
超
え
た
。

校
種
別
で
は
、
小
学
校
38
名
、
中
学
校
13

名
、
高
校
１
名
、
い
き
い
き
１
名
、
特
別
支

援
学
校
10
名
。
自
治
体
別
で
は
、
大
阪
府
12

名
、
大
阪
市
９
名
を
は
じ
め
、
関
西
で
は
滋

賀
県
で
４
名
、
兵
庫
県
で
３
名
、
京
都
府
で

３
名
が
合
格
し
た
ほ
か
、
高
知
県
で
８
名
、

愛
媛
県
で
６
名
、
横
浜
市
で
も
４
名
が
合
格

し
て
い
る
。

ま
た
、
既
卒
者
は
令
和
３
年
度
採
用
で
は

高
校
な
ど
に
１
１
０
名
以
上
が
合
格
し
た
。

今
回
も
前
年
並
み
の
合
格
者
数
が
見
込
ま
れ

て
い
る
。

教
壇
を
目
指
す
学
生
を
手
厚
く
サ
ポ
ー
ト

し
、
合
格
に
導
く
の
が
教
職
支
援
セ
ン
タ
ー

だ
。
今
回
、
過
去
最
多
の
合
格
者
数
を
更
新

し
た
背
景
な
ど
に
つ
い
て
、
清
水
俊
彦
セ
ン

タ
ー
長
に
聞
い
た
。

―
―
現
役
合
格
者
63
名
を
ど
う
評
価
す
る
か
。

過
去
最
多
だ
っ
た
昨
年
に
近
い
数
字
に
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
た
の
で
、
８
名
プ
ラ
ス

は
と
て
も
う
れ
し
く
思
う
。
た
だ
、
教
育
学

部
は
過
去
最
多
の
51
名
だ
っ
た
が
、
体
育
学

部
は
12
名
で
ほ
ぼ
横
ば
い
。
そ
こ
を
伸
ば
し

た
い
。

―
―
今
回
、
合
格
者
が
増
え
た
理
由
は
。

教
育
学
部
の
吉
美
（
学
）
教
授
に
聞
い
た

が
、
今
年
度
の
４
年
生
は
入
学
時
か
ら
意
識

が
高
く
教
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
に
従
っ
て
教
員

採
用
試
験
の
準
備
を
し
て
き
た
と
い
い
、
そ

の
熱
意
の
結
果
だ
と
思
う
。

―
―
教
育
学
部
生
の
合
格
者
が
多
い
背
景
は
。

各
教
員
採
用
試
験
の
合
格
率
は
お
お
よ

そ
、小
学
校
と
特
別
支
援
学
校
が
２
～
５
倍
、

中
学
は
５
～
15
倍
、
高
校
は
10
～
30
倍
。
教

育
学
部
は
小
学
校
（
合
格
35
名
）、
特
別
支
援

学
校
（
同
10
名
）
を
目
指
す
学
生
が
多
い
こ

と
も
数
字
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
体
育
学
部

は
高
校
の
教
員
を
目
指
す
学
生
が
多
い
が
、

高
校
は
現
役
合
格
が
難
し
く
、
講
師
を
数
年

経
験
し
た
後
で
合
格
す
る
例
が
大
半
だ
。
既

卒
者
は
昨
年
、
高
校
を
中
心
に
１
１
４
名
が

合
格
し
て
い
て
、
今
年
も
同
じ
程
度
の
合
格

者
が
見
込
ま
れ
る
。

―
―�

教
員
採
用
試
験
に
限
ら
ず
、
本
学
で
は

在
学
中
に
グ
ン
と
伸
び
て
合
格
を
手
に

す
る
学
生
が
多
い
印
象
が
あ
る
。

そ
の
通
り
で
、
要
因
と
し
て
は
１
年
次
の

キ
ャ
リ
ア
ガ
イ
ダ
ン
ス
、
２
年
次
の
グ
ル
ー

プ
面
談
、
３
年
次
前
期
の
全
員
の
個
人
面
談

な
ど
が
あ
る
。
大
規
模
校
で
は
学
生
全
員
と

の
面
談
は
難
し
い
と
思
う
が
、
本
学
は
学
生

の
顔
を
覚
え
る
く
ら
い
に
一
人
一
人
と
徹
底

し
て
向
き
合
い
、
そ
れ
を
機
に
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
が
上
が
り
コ
ツ
コ
ツ
勉
強
す
る
学
生
が

多
い
。
面
談
で
は
試
験
対
策
だ
け
で
な
く
全

般
的
な
悩
み
の
相
談
も
あ
り
、
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
効
果
が
利
い
て
い
る
と
思
う
。
ま
た
、

学
部
の
先
生
方
の
指
導
と
は
別
に
、
学
習
支

援
室
が
Ｓ
Ｐ
Ｉ
対
策
を
徹
底
し
、
各
種
支
援

講
座
、
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座
、
教
職
支
援
セ
ン

タ
ー
の
校
長
経
験
ス
タ
ッ
フ
３
名
に
よ
る
、

時
に
厳
し
い
ほ
ど
の
面
接
練
習
な
ど
も
、
合

格
に
向
け
た
武
器
に
な
っ
て
い
る
。

―
―�

普
段
か
ら
学
生
と
接
し
て
い
て
感
じ
る

こ
と
は
。

学
生
か
ら
は
教
職
に
対
す
る
熱
い
思
い
を

感
じ
る
こ
と
が
多
い
。
大
ま
か
に
２
タ
イ
プ

に
分
か
れ
、
中
高
校
時
代
に
つ
ま
ず
い
た
自

分
を
支
え
て
く
れ
た
恩
師
の
よ
う
な
存
在
を

目
指
す
学
生
と
、
自
分
が
ク
ラ
ブ
な
ど
で
頑

張
っ
て
成
果
を
出
し
た
経
験
か
ら
、
生
徒
た

ち
に
「
頑
張
る
こ
と
の
大
切
さ
を
伝
え
た
い
」

と
考
え
る
学
生
だ
。
熱
い
思
い
を
持
っ
て
い

る
学
生
は
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
高
く
、
現
役

で
合
格
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

国
際
自
転
車
競
技
連
合
（
Ｕ
Ｃ
Ｉ
）
Ｂ
Ｍ

Ｘ
ス
ー
パ
ー
ク
ロ
ス
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
（
Ｗ

杯
）の
第
７
、８
戦
が
10
月
30
～
31
日
に
ト
ル

コ
で
あ
り
、
第
７
戦
の
23
歳
以
下
で
籔
田
寿

衣
（
体
育
２
年
）
が
初
優
勝
し
た
。

籔
田
は
大
阪
体
育
大
学
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ス

リ
ー
ト
。
第
８
戦
で
は
４
位
だ
っ
た
。
第
５

戦
も
２
位
で
、
Ｗ
杯
全
８
戦
の
シ
リ
ー
ズ
総

合
成
績
で
も
日
本
選
手
最
高
の
３
位
に
な

り
、
表
彰
台
に
立
っ
た
。
籔
田
は
「
ス
タ
ー

ト
か
ら
ト
ッ
プ
を
走
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら

に
優
勝
と
い
う
結
果
を
残
せ
て
と
て
も
う
れ

し
い
」
と
語
っ
た
。

ま
た
、
同
じ
く
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
ア
ス
リ
ー
ト
の

増
田
優
一
（
体
育
２
年
）
は
、
11
月
28
日
に

初
開
催
さ
れ
た
国
内
ト
ッ
プ
選
手
を
集
め
た

ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
で
優
勝
。「
初
代
王
者
に
な

れ
て
す
ご
く
う
れ
し
い
」
と
語
っ
た
。

©日本自転車競技連盟

清水俊彦教職支援センター長

公
立
学
校
教
員
採
用
試
験

過
去
最
多
更
新
63
人
現
役
合
格

既
卒
者
も
例
年
別
途
１
０
０
人
以
上

籔田がBMX・Ｗ杯初Ｖ
増田はジャパンカップＶ
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ス
ポ
ー
ツ
医
・
科
学
研
究
や
サ
ポ
ー
ト
を

含
め
た
日
本
の
国
際
競
技
力
の
向
上
の
中
核

拠
点
で
あ
る「
ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
」（
Ｈ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
・
東
京
都
）
の
全

国
９
か
所
の
連
携
機
関
（
体
力
測
定
）
の
一

つ
と
し
て
大
阪
体
育
大
学
が
選
ば
れ
た
。
同

セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
独
立
行
政
法
人
日
本

ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン
タ
ー
か
ら
、
10
月
25
日

付
で
指
定
さ
れ
た
。

Ｈ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
は
、
国
立
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン

タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）、
味
の
素
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｔ
Ｃ
）
の
機
能

を
一
体
的
に
捉
え
た
、
日
本
の
国
際
競
技
力

向
上
の
中
核
拠
点
。
ア
ス
リ
ー
ト
が
、
Ｈ
Ｐ

Ｓ
Ｃ
が
あ
る
東
京
以
外
で
も
高
度
な
医
・
科

学
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
初
め
て
地

域
の
大
学
や
医
・
科
学
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連

携
す
る
こ
と
に
な
り
、
体
力
測
定
の
分
野
で

公
募
を
経
て
９
施
設
が
指
定
さ
れ
た
。

本
学
は
、
附
置
施
設
の
ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ

ン
タ
ー
が
筋
力
、
有
酸
素
性
能
力
の
２
項
目

の
測
定
を
実
施
す
る
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
は
ア
ス
レ
テ
ィ

ッ
ク
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
Ａ
Ｔ
）、
ス
ト
レ
ン
グ

ス
＆
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
（
Ｓ
＆
Ｃ
）、
心

理
、
栄
養
、
測
定
評
価
の
５
部
門
が
連
携
し

な
が
ら
学
生
ア
ス
リ
ー
ト
を
科
学
的
に
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
る
。
今
後
の
具
体
的
な
測
定

計
画
な
ど
は
未
定
だ
が
、
指
定
に
よ
り
関
西

な
ど
を
拠
点
に
し
た
強
化
指
定
選
手
が
地
元

で
医
・
科
学
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
や
す
く
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ス
ポ
ー
ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
長
の
三
島
隆
章

体
育
学
部
教
授
（
ス
ポ
ー
ツ
生
理
学
）は
「
こ

れ
ま
で
東
京
で
し
か
で
き
な
か
っ
た
体
力
測

定
を
地
方
で
も
同
じ
手
順
で
実
施
し
て
デ
ー

タ
も
相
互
に
比
較
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
地

方
の
選
手
に
と
っ
て
の
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
い
。

本
学
に
と
っ
て
も
、学
生
が
ト
ッ
プ
ア
ス
リ
ー

ト
の
測
定
を
直
接
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
こ
と
で
、
競
技
力
の
向
上
や
ス

ポ
ー
ツ
科
学
の
学
び
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

日
本
水
泳
・
水
中
運
動
学
会
の
年
次
大
会

が
10
月
23
、
24
日
、
大
阪
体
育
大
学
を
会
場

に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
本
学
が
主

管
大
学
を
務
め
、
浪
商
学
園
創
立
１
０
０
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
一
般
講
演
会
「
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
報
告
」
も
実
施
さ
れ
た
。

講
演
し
た
の
は
、
本
学
教
育
学
部
１
年
で

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
１
０
０
㍍
平
泳
ぎ（
Ｓ

Ｂ
８
）
で
６
位
入
賞
し
た
宇
津
木
美
都
選
手

の
ほ
か
、
下
山
好
充
競
泳
コ
ー
チ
（
新
潟
医

療
福
祉
大
学
）
▽
貴
田
裕
美
選
手
＝
女
子
マ

ラ
ソ
ン
ス
イ
ミ
ン
グ
13
位�

▽
榎
本
遼
香
選
手

（
栃
木
県
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）
＝
女
子
シ
ン
ク
ロ

板
飛
び
込
み
5
位
▽
南
隆
尚
・
水
球
広
報
・

主
務
（
鳴
門
教
育
大
学
）
▽
本
間
三
和
子
・

日
本
水
泳
連
盟
ア
ー
テ
ィ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
イ

ミ
ン
グ
委
員
長
（
筑
波
大
学
）。
本
学
の
川
島

康
弘
准
教
授
ら
が
司
会
を
務
め
た
。

そ
れ
ぞ
れ
が
自
身
の
経
験
を
基
に
東
京
大

会
ま
で
の
取
り
組
み
や
大
会
本
番
で
の
結
果
、

様
子
な
ど
を
報
告
し
た
が
、
特
に
多
か
っ
た

の
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の

影
響
。
活
動
の
休
止
や
制
限
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
が
ま
ま
な
ら
ず
数
年
が
か
り
で
取
り
組
ん

で
き
た
チ
ー
ム
作
り
が
無
駄
に
な
っ
た
り
、

開
催
が
不
透
明
な
ま
ま
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

維
持
す
る
こ
と
に
苦
労
し
た
と
い
う
。

宇
津
木
選
手
は
講
演
で
、
競
泳
を
始
め
た

経
緯
、
ア
ジ
ア
新
記
録
を
樹
立
す
る
な
ど
好

調
だ
っ
た
中
学
時
代
、
ス
ラ
ン
プ
に
陥
り
記

録
が
伸
び
悩
ん
だ
高
校
時
代
、
そ
し
て
現
在

の
大
学
で
の
指
導
者
陣
と
の
出
会
い
を
経
て

東
京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
を
決
め
る
ま
で

の
苦
労
や
、
肌
で
感
じ
た
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
感
想
を
報
告
。「
最
初
は
会
場
の
大
き
さ
や

雰
囲
気
に
気
を
取
ら
れ
た
け
れ
ど
、
ス
タ
ー

ト
前
に
は
冷
静
に
集
中
で
き
た
。
１
日
に
２

回
の
レ
ー
ス
を
泳
ぐ
国
際
大
会
な
ら
で
は
の

経
験
も
積
む
こ
と
が
で
き
た
。
パ
リ
五
輪
で

メ
ダ
ル
を
狙
っ
て
い
る
の
で
良
い
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
継
続
し
た
い
」
と
話
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
多
彩
な
発
表
や
演
題
な
ど
が

実
施
さ
れ
た
。

スポーツ科学センターに設置された測定機器

オンラインで講演をする宇津木選手

ハ
イ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

連
携
機
関
に
本
学
を
指
定

日本水泳・水中運動学会を開催
パラリンピアン宇津木が講演
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特
別
支
援
学
校
の
生
徒
・
卒
業
生
と
本
学

の
学
生
が
一
緒
に
活
動
し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し

さ
を
伝
え
る
「
大
阪
体
育
大
学
わ
く
わ
く
ア

ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
が
、「
令

和
３
年
度
『
障
害
者
の
生
涯
学
習
支
援
活
動
』

に
係
る
文
部
科
学
大
臣
表
彰
」
を
受
け
た
。

わ
く
わ
く
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
は
、
本
学
の
２
０
１
６
～
２
０
２
０
年
度
特

色
あ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
計
画
の
研
究
事
業
「
特

別
支
援
学
校
生
徒
の
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー

ツ
実
践
の
場
の
提
供
と
そ
の
効
果
」の
一
環
と

し
て
創
設
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
。
第
６
体

育
館
多
目
的
ア
リ
ー
ナ
で
月
に
２
回
程
度
実

施
し
て
い
る
。
活
動
は
学
生
が
主
体
と
な
っ
て

企
画
・
実
践
し
、
植
木
章
三
教
育
学
部
長
が

代
表
を
務
め
、
教
育
学
部
の
曽
根
裕
二
准
教

授
（
ア
ダ
プ
テ
ッ
ド
・
ス
ポ
ー
ツ
）
が
指

導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

表
彰
式
は
12
月
７
日
、
全
国
の
受
賞
団

体
・
個
人
計
58
か
所
と
東
京
の
会
場
を
オ

ン
ラ
イ
ン
で
結
ん
で
実
施
さ
れ
、
本
学
で

は
植
木
学
部
長
、曽
根
准
教
授
ら
の
ほ
か
、

同
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
て
い
る
学
生
の
う
ち

13
名
が
教
室
で
参
加
し
た
。
各
受
賞
者
の

紹
介
や
代
表
者
へ
の
表
彰
状
の
授
与
、
池

田
佳
隆
文
部
科
学
副
大
臣
の
祝
辞
な
ど
が

あ
っ
た
。

表
彰
式
の
後
、
植
木
学
部
長
は
参
加
し

た
学
生
に
「
受
賞
を
励
み
に
こ
れ
か
ら
も

活
動
を
継
続
で
き
る
よ
う
大
学
を
挙
げ
て

一
丸
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」
と

活
動
の
さ
ら
な
る
発
展
を
誓
っ
た
。

令
和
３
年
度
の
大
阪
体
育
大
学
名
誉
教
授

称
号
授
与
式
が
11
月
18
日
に
行
わ
れ
、
今
年

３
月
末
で
退
職
し
た
岩
上
安
孝
前
学
長
、
栗

山
佳
也
元
教
授
に
証
書
が
授
与
さ
れ
た
。

岩
上
前
学
長
は
文
部
省
（
現
文
部
科
学
省
）

体
育
局
競
技
ス
ポ
ー
ツ
課
長
、
国
立
ス
ポ
ー

ツ
科
学
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
長
な
ど
を

経
て
2
0
1
4
年
２
月
に
本
学
副
学
長
、
４

月
か
ら
第
８
代
学
長
を
務
め
た
。
栗
山
元
教

授
は
筑
波
大
学
を
卒
業
後
、
公
立
高
校
の
教

諭
を
経
て
1
9
8
2
年
、
本
学
に
着
任
。
や

り
投
げ
選
手
と
し
て
1
9
8
1
年
ア
ジ
ア
選

手
権
で
２
位
、
1
9
8
2
年
日
本
選
手
権
で

優
勝
し
、
39
年
間
、
陸
上
競
技
部
や
学
生
を

指
導
し
た
。

式
に
は
元
副
学
長
の
福
田
芳
則

名
誉
教
授
や
教
職
員
が
参
加
。
２

人
は
原
田
宗
彦
学
長
か
ら
名
誉
教

授
称
号
証
書
を
受
け
取
っ
た
。

岩
上
前
学
長
は
「
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
の
イ
ン

カ
レ
で
女
子
が
8
連
覇
、
男
子
も
準
優
勝
と

活
躍
し
、
私
も
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
私

が
大
切
に
し
て
い
る
山
本
五
十
六
（
連
合
艦

隊
司
令
長
官
）
の
言
葉
で
「
ほ
め
、
任
せ
、

信
頼
す
る
」
こ
と
の
大
切
さ
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
人
を
育
て
る
大
学
と
し
て
そ
の
こ
と

を
根
底
に
置
い
て
進
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。
栗
山
元
教
授
は
「
私
は
茨
木
で

６
年
、
熊
取
で
33
年
、
た
だ
た
だ
ク
ラ
ブ
の

強
化
を
一
番
の
目
標
に
置
い
て
、と
に
か
く
学

生
の
競
技
力
を
上
げ
る
こ
と
に
費
や
し
た
」と

本
学
で
の
39
年
間
を
振
り
返
っ
た
。

今
年
３
月
22
～
25
日
に
実
施
さ
れ
た
福
島
復

興
支
援
「
第
14
回
サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」
の

活
動
報
告
会
が
11
月
15
日
行
わ
れ
、
参
加
学
生

の
う
ち
約
10
名
が
活
動
内
容
を
報
告
し
た
。

「
サ
ン
ラ
イ
ズ
キ
ャ
ン
プ
」
は
東
日
本
大
震
災

が
起
き
た
２
０
１
１
年
の
10
月
、
福
島
県
か
ら

大
阪
に
避
難
し
た
子
ど
も
た
ち
と
大
学
構
内
で

１
泊
の
キ
ャ
ン
プ
を
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
始

ま
り
、
学
生
が
「
日
は
ま
た
昇
る
」
と
し
て
名

付
け
た
。
12
年
は
が
れ
き
や
土
砂
の
撤
去
が
主

だ
っ
た
が
、
13
年
か
ら
は
地
域
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
連
携
し
、
高
齢
者
へ
の
体
力
測
定
や
仮
設
住

宅
で
の
サ
ロ
ン
活
動
な
ど
、
そ
の
時
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
て
内
容
を
少
し
ず
つ
変
え
な
が
ら
支
援

活
動
を
継
続
し
て
い
る
。
今
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の

中
感
染
対
策
に
配
慮
し
な
が
ら
、
応
募
が
あ
っ

た
16
名
の
学
生
と
5
名
の
教
職
員
で
実
施
し
た
。

報
告
会
で
は
「
環
境
整
備
活
動
」「
高
齢
者

体
力
測
定
・
運
動
指
導
」「
原
子
力
災
害
伝
承

館
見
学
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
ご
と
に
報

告
。
学
生
は
「
環
境
整
備
活
動
で
十
数
人
が
か

り
で
も
１
本
の
道
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
り
、
被
災
者
を
励
ま
す
つ
も
り
が

逆
に
元
気
を
も
ら
っ
た
り
と
、
と
て
も
多
く
の

こ
と
を
学
び
、
自
分
が
変
わ
る
き
っ
か
け
に
な

っ
た
」「
被
災
地
の
方
か
ら
『
今
年
も
来
て
く

れ
た
』
と
喜
ば
れ
、
来
年
以
降
も
こ
の
関
係
を

崩
し
て
は
い

け
な
い
と
思

っ
た
」な
ど
と

キ
ャ
ン
プ
で

得
た
学
び
な

ど
に
つ
い
て
、

会
場
の
学
生

ら
約
70
人
に

語
り
か
け
た
。

名誉教授称号授与式に参加した皆さん

表彰式に参加した皆さん

名
誉
教
授
称
号
授
与
式
を
実
施

岩
上
前
学
長
、栗
山
元
教
授
招
く

わくわくアダプテッド・スポーツクラブ
文部科学大臣表彰

福島復興「サンライズキャンプ」  学生が支援活動を報告

サンライズキャンプ活動報告会
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―
―
大
阪
体
育
大
学
に
入
学
し
た
理
由
は
。

小
学
校
か
ら
サ
ッ
カ
ー
を
続
け
、「
大
学
卒

業
後
も
サ
ッ
カ
ー
を
す
る
の
な
ら
、
選
手
よ

り
も
先
生
の
方
が
可
能
性
が
あ
る
な
あ
」
と

自
然
に
考
え
て
、
指
導
者
の
道
を
選
び
ま
し

た
。
実
家
の
京
都
・
西
京
極
か
ら
近
い
、
茨

木
市
（
当
時
）
の
大
体
大
に
進
み
ま
し
た
。

―
―
大
学
の
４
年
間
は
。

サ
ッ
カ
ー
部
は
１
年
の
時
に
４
部
リ
ー
グ
。

２
年
で
３
部
、
３
年
で
２
部
に
昇
格
し
、
主

将
だ
っ
た
４
年
で
２
部
優
勝
。
入
替
戦
で
も

勝
ち
、
１
部
に
昇
格
し
ま
し
た
。
40
年
以
上

大
体
大
の
監
督
を
務
め
た
坂
本
康
博
さ
ん
は

１
年
先
輩
。
高
校
時
代
に
専
門
的
な
指
導
は

受
け
て
お
ら
ず
、大
学
１
～
２
年
の
時
に「
あ

あ
、
サ
ッ
カ
ー
は
こ
う
攻
撃
し
、
こ
う
守
る

ん
だ
」
と
理
論
と
経
験
を
結
び
つ
け
た
指
導

に
驚
き
ま
し
た
。
指
導
に
飢
え
て
い
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
３
～
４
年
で
は
勝
負
の
厳
し

さ
を
学
び
ま
し
た
。

―
―�

中
学
で
の
指
導
は
。

中
学
で
生
徒
が
過
ご
す
の
は
ク
ラ
ス
と
ク

ラ
ブ
。
ク
ラ
ス
は
学
級
の
40
人
ぐ
ら
い
と
し

か
接
し
ま
せ
ん
が
、
ク
ラ
ブ
は
３
学
年
の
部

員
の
こ
と
が
見
え
ま
す
。
試
合
に
行
け
ば
他

校
の
生
徒
も
見
え
ま
す
。「
ク
ラ
ブ
に
は
す
ご

い
教
育
的
効
果
が
あ
る
」
と
信
じ
ま
し
た
。

赴
任
２
年
後
に
移
っ
た
摂
津
三
中
で
は
、
校

内
暴
力
な
ど
荒
れ
て
い
る
時
代
に
「
ク
ラ
ブ

で
学
校
を
変
え
よ
う
」
と
い
う
雰
囲
気
が
校

内
に
あ
り
ま
し
た
。

新
任
５
年
目
で
サ
ッ
カ
ー
部
は
大
阪
府
大

会
、
近
畿
大
会
で
優
勝
し
、
全
国
ベ
ス
ト
８
。

指
導
約
10
年
間
に
近
畿
大
会
で
３
回
優
勝

し
、
全
国
大
会
に
３
回
出
場
し
ま
し
た
。
や

っ
ぱ
り
勝
ち
た
か
っ
た
し
、
勝
て
ば
子
ど
も

は
伸
び
る
と
信
じ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
三
中
で
は
そ
の
間
に
不
登
校
の

数
が
増
え
て
い
ま
し
た
。「
勉
強
は
こ
こ
ま
で

頑
張
れ
、
ク
ラ
ブ
も
こ
こ
ま
で
頑
張
れ
」
と

子
ど
も
を
追
い
込
ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
指
導
の
転
機
は
。

サ
ッ
カ
ー
日
本
代
表
の
礎
を
築
い
た
ク
ラ

マ
ー
氏
と
の
出
会
い
で
す
。
Ａ
級
コ
ー
チ
ジ
ェ

ネ
ラ
ル
ラ
イ
セ
ン
ス
を
取
得
し
て
い
た
こ
と

も
あ
っ
て
三
十
代
半
ば
の
こ
ろ
、
ク
ラ
マ
ー

氏
を
招
い
た
ユ
ー
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
合
宿
に
２

週
間
近
く
参
加
し
ま
し
た
。
個
人
面
談
で
ク

ラ
マ
ー
氏
に
「
日
本
一
に
な
り
た
い
」
と
話

し
た
ら
、「
あ
な
た
は
教
師
だ
ろ
う
。
勝
つ
こ

大体大 PEOPLE

タイミング良く具体的に
子どもをほめる指導者に

田中章博（たなか・あきひろ）
1951 年９月 18 日生まれ、70 歳。大阪体育大学体育学部卒、６期。
大阪府摂津市立第一中学校（一中）に保健体育科教諭として赴任。
その後、三中、二中などでサッカー部を指導し、近畿大会で３回優勝。
中学で本田圭佑選手（元日本代表）、森下仁志選手（現ガンバ大阪
ユース監督）らを育てた。現在は本田選手がプロデュースするソル
ティーロ大阪 FC 代表。

サッカー「ソルティーロ大阪 FC」代表

田中 章博さん

大
学
卒
業
後
、
中
学
で
長
年
、
サ
ッ

カ
ー
部
の
監
督
を
務
め
、
摂
津
市
立
第

二
中
学
、
第
三
中
学
を
強
豪
チ
ー
ム
に

育
て
上
げ
た
。
一
方
で「
日
本
サ
ッ
カ
ー

の
父
」
と
呼
ば
れ
た
デ
ッ
ト
マ
ー
ル
・

ク
ラ
マ
ー
氏
と
出
会
い
、「
子
ど
も
に
教

え
込
む
の
で
は
な
く
、
子
ど
も
か
ら
可

能
性
を
引
き
出
す
指
導
」
に
転
換
。
現

在
は
本
田
圭
佑
選
手
（
元
日
本
代
表
）

が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
ソ
ル
テ
ィ
ー
ロ

大
阪
Ｆ
Ｃ
代
表
と
し
て
15
歳
以
下
を
教

え
る
ほ
か
、
本
学
で
も
講
師
を
務
め
る
。

本
田
選
手
ら
多
数
の
Ｊ
リ
ー
グ
選
手
を

育
て
た
経
験
か
ら
「
指
導
で
は
、
子
ど

も
を
ほ
め
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
す
。
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と
よ
り
も
育
て
る
こ
と
が
大
切
。
な
ぜ
教
師

が
勝
ち
た
い
と
言
う
の
か
」
と
叱
ら
れ
ま
し

た
。「
あ
な
た
の
勲
章
は
何
人
の
子
ど
も
を
育

て
た
か
、
だ
。
ト
ッ
プ
選
手
と
、
生
涯
か
け

て
サ
ッ
カ
ー
を
長
く
愛
す
る
選
手
。
ど
ち
ら

の
選
手
の
育
成
に
も
同
じ
価
値
が
あ
る
」
と
。

ク
ラ
マ
ー
氏
と
の
出
会
い
が
な
け
れ
ば
、
自

分
は
も
っ
と
突
っ
走
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

w
そ
れ
ま
で
は
、
自
分
か
ら
選
手
に
プ

レ
ー
を
教
え
込
ん
で
い
ま
し
た
。
で
も
、
選

手
が
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
プ
レ
ー
す
る
た
め

に
は
自
ら
判
断
し
決
断
す
る
場
を
練
習
で
た

く
さ
ん
作
る
こ
と
が
必
要
で
す
。「
教
え
込

む
」
か
ら
「
引
き
出
す
」
に
指
導
を
変
え
ま

し
た
。

す
ぐ
に
結
果
は
出
ま
せ
ん
。
で
も
自
分
が

若
い
こ
ろ
「
こ
う
し
ろ
、
あ
あ
し
ろ
」
と
教

え
込
ん
だ
選
手
は
高
校
で
は
あ
ま
り
伸
び
ま

せ
ん
で
し
た
。
サ
ッ
カ
ー
に
は
正
解
が
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
。
コ
ー
チ
は
一
つ
の
正
解
を

押
し
付
け
が
ち
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の
正
解

を
見
出
す
選
手
は
多
い
。
そ
ん
な
選
手
は
高

校
で
も
伸
び
て
い
ま
す
。

―
―�

本
田
選
手
と
の
出
会
い
は
。

二
中
に
い
た
時
、
本
田
君
の
兄
が
入
学
し

ま
し
た
。
本
田
君
は
小
学
４
年
で
し
た
が
、

３
年
間
、
ず
っ
と
兄
と
サ
ッ
カ
ー
部
に
来
た
。

正
式
な
部
員
で
は
な
い
気
安
さ
も
あ
り
、
い
い

と
こ
ろ
を
認
め
て
ど
ん
ど
ん
ほ
め
ま
し
た
。
本

田
君
は
無
心
に
ボ
ー
ル
を
追
い
、
と
て
も
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
。
勝
敗
す
ら
ど
う
で
も
よ
く
て
、
自

分
の
プ
レ
ー
が
ど
う
だ
っ
た
か
を
常
に
聞
い

て
き
ま
す
。
自
分
自
身
を
客
観
的
に
見
つ
め
、

観
察
の
矢
印
を
自
分
自
身
に
向
け
る
子
で
、

学
ぶ
力
が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

―
―�

他
に
も
数
多
く
の
プ
ロ
選
手
を
育
て
ら

れ
ま
し
た
。

現
ガ
ン
バ
大
阪
ユ
ー
ス
監
督
の
森
下
仁
志

選
手
、
関
西
協
会
の
関
西
ト
レ
セ
ン
で
教
え

た
宮
本
恒
靖
選
手
（
ガ
ン
バ
大
阪
元
監
督
）、

稲
本
潤
一
選
手
（
元
日
本
代
表
）
ら
。
指
導

者
に
な
っ
た
選
手
が
数
多
く
い
ま
す
。
今
は
、

指
導
を
し
て
い
て
何
よ
り
も
、
大
学
で
サ
ッ

カ
ー
を
し
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自

分
自
身
、
大
学
の
４
年
間
で
大
き
く
成
長
し

ま
し
た
。
ま
ず
大
学
で
プ
レ
ー
し
、
そ
こ
か

ら
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
プ
ロ
を
狙
っ
て
ほ
し

い
。

―
―�
現
在
は
本
田
選
手
が
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す

る
ソ
ル
テ
ィ
ー
ロ
大
阪
Ｆ
Ｃ
代
表
と
し

て
15
歳
以
下
を
指
導
さ
れ
て
い
ま
す
。

摂
津
二
中
の
校
長
時
代
に
摂
津
二
、四
、五

中
合
同
の
町
ク
ラ
ブ
「
摂
津
パ
ル
テ
ィ
ー
ダ
」

を
作
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
少
子
化
で

サ
ッ
カ
ー
部
員
が
減
り
満
足
に
部
活
動
が
で

き
な
い
生
徒
の
た
め
、
週
１
、２
回
ナ
イ
タ
ー

練
習
を
し
て
い
ま
し
た
。
５
年
ほ
ど
経
っ
た

後
、
本
田
君
か
ら
「
中
学
で
部
が
な
く
な
っ

た
り
部
活
で
う
ま
く
い
か
な
い
子
ど
も
の
た

め
に
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
を
作
り
た
い
。
先
生

の
パ
ル
テ
ィ
ー
ダ
と
い
っ
し
ょ
に
で
き
な
い

か
」
と
連
絡
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
こ
ろ
摂

津
四
中
の
サ
ッ
カ
ー
部
が
廃
部
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、「
そ
れ
な
ら
」
と
ソ
ル
テ
ィ
ー
ロ

（
当
時
は
Ｓ
Ｔ
Ｆ
Ｃ
・
パ
ル
テ
ィ
ー
ダ
）
を
結

成
し
ま
し
た
。
今
、
15
歳
以
下
を
指
導
し
て

い
て
思
う
の
で
す
が
、
選
手
は
い
い
感
性
を

持
っ
て
い
る
の
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
る
の

が
苦
手
。
た
く
さ
ん
話
せ
る
リ
ー
ダ
ー
が
い

る
チ
ー
ム
は
強
く
な
り
ま
す
。

―
―�

将
来
、
学
校
や
チ
ー
ム
で
子
ど
も
や
選

手
に
勉
強
、
ス
ポ
ー
ツ
を
教
え
る
体
大

生
は
数
多
く
い
ま
す
。
彼
ら
彼
女
ら
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
。

ど
う
ぞ
、
子
ど
も
を
ほ
め
て
く
だ
さ
い
。

私
は
学
校
で
掃
除
の
時
間
に
ふ
ざ
け
て
い
る

子
ど
も
を
叱
っ
て
い
ま
し
た
が
、
あ
る
日
、

地
域
の
方
か
ら
「
そ
ん
な
場
で
も
き
ち
ん
と

掃
除
し
て
い
る
子
も
い
る
で
し
ょ
」
と
。
そ

れ
か
ら
、
ち
ゃ
ん
と
掃
除
し
て
い
る
子
に
は

「
掃
除
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」
と
ほ
め
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
ほ
め
る
時
は
タ
イ
ミ
ン

グ
と
具
体
性
が
大
事
で
す
。
単
に
あ
り
が
と

う
で
は
な
く
、「
こ
ん
な
騒
が
し
い
時
に
」
と

付
け
足
す
な
ど
。
ほ
め
る
指
導
者
に
な
っ
て

く
だ
さ
い
。
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Event

大
阪
体
育
大
学
、
ロ
ー

ト
製
薬
、
泉
佐
野
市
の
地

域
Ｄ
Ｍ
Ｏ
「
泉
佐
野
シ
テ

ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進

協
議
会
」
が
コ
ラ
ボ
し
た

「
健
康
増
進
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
」
が
11
月
27
～
28
日

の
１
泊
２
日
、
泉
佐
野
市

内
で
行
わ
れ
、
モ
ニ
タ
ー

ツ
ア
ー
客
15
人
が
市
内
の

各
所
を
巡
っ
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
３
者
で
共
同
企
画
さ
れ
、

９
月
、
観
光
庁
か
ら
「
地
域
の
観
光
資
源
の

磨
き
上
げ
を
通
じ
た
域
内
連
携
促
進
に
向
け

た
実
証
事
業
」
に
採
択
さ
れ
た
。

本
学
は
冨
山
浩
三
・
体
育
学
部
教
授
（
ス

ポ
ー
ツ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）
が
中
心
に
な
り
、

運
動
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

栄
養
な
ど
を
担
当
し
た
。

参
加
者
は
27
日
朝
、
南
海
電

鉄
な
ん
ば
駅
か
ら
特
急
ラ
ピ
ー

ト
に
乗
車
。
車
内
で
は
冨
山
ゼ

ミ
の
学
生
ら
が
泉
佐
野
市
に
ち

な
ん
だ
三
択
ク
イ
ズ
を
実
施
。

「
市
の
公
式
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
イ

ヌ
ナ
キ
ン
は
、
ど
れ
」「
関
西
国

際
空
港
の
英
字
３
文
字
の
空
港

コ
ー
ド
は
」な
ど
の
問
題
を
ボ
ー

ド
で
元
気
よ
く
出
し
て
、
大
い

に
盛
り
上
が
っ
た
。

一
行
は
ロ
ー
ト
製
薬
が
運
営

す
る
メ
デ
ィ
カ
ル
り
ん
く
う

ポ
ー
ト
の
「
り
ん
く
う
ウ
ェ
ル

ビ
ナ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
内
で
の

健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
い
ず
み
さ
の

関
空
マ
リ
ー
ナ
で
の
ク
ル
ー
ジ

ン
グ
な
ど
の
後
、
本
学
卒
業
生

で
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

池
田
有
美
さ
ん
と
と
も
に
ヨ
ガ

を
体
験
。
冨
山
研
究
室
の
助
手

の
小
田
美
幸
さ
ん
が
友
金
明

香
・
体
育
学
部
准
教
授
（
体
力

学
）
監
修
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

指
導
。
宿
泊
先
の
ホ
テ
ル
で
は
、

岡
村
浩
嗣
・
体
育
学
部
教
授（
ス

ポ
ー
ツ
栄
養
学
）
研
究
室
の
北

口
瑞
生
さ
ん
が
岡
村
教
授
監
修

の
「
食
事
と
運
動
」
に
つ
い
て
話
し
た
。

２
日
目
は
地
元
の
泉
州
野
菜
の
収
穫
作
業

な
ど
の
ほ
か
、
犬
鳴
山
七
宝
龍
寺
へ
の
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
な
ど
を
実
施
。
参
加
者
は
徳
田
真

彦
・
体
育
学
部
講
師
（
野
外
教
育
）
の
指
導

を
受
け
た
。

大
阪
体
育
大
学
は
11
月
27
日
、
ス
ポ
ー
ツ

庁
委
託
事
業
「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
モ
ニ

タ
ー
体
験
会
を
本
学
の
武
道
場
（
第
１
体
育

館
）
な
ど
で
実
施
し
た
。「
な
り
き
り
剣
士
体

験
・
Ｓ
Ａ
Ｍ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｉ　

Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｅ

Ｎ
Ｃ
Ｅ
」
と
題
し
、
関
西
在
住
の
外
国
籍
の

方
８
名
が
剣
道
、
な
ぎ
な
た
を
体
験
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
庁
は
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
向
け
て
、

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
国
内
旅
行
の
需
要
を
高

め
将
来
的
な
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
地
方
へ
の
誘

客
を
目
指
す
「
ス
ポ
ー
ツ
に
よ
る
グ
ロ
ー
バ

ル
コ
ン
テ
ン
ツ
創
出
事
業
」
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」

は
、
日
本
発
祥
の
武
道
と
歴
史
・
文
化
を
組

み
合
わ
せ
、日
本
で
し
か
体
験
で
き
な
い
ツ
ー

リ
ズ
ム
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
出
し
、
国
内
外
の

旅
行
者
の
更
な
る
地
方
誘
客
を
図
る
取
り
組

み
だ
。

令
和
３
年
度
ス
ポ
ー
ツ
庁
委
託
事
業
と
し

て
本
学
の
「『
大
学
×
競
技
団
体
×
自
治
体
』

で
目
指
す
地
域
文
化
・
観
光
資
源
を
活
か
し

た
体
験
学
習
型
グ
ロ
ー
バ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
創

出
事
業
」
が
採
択
さ
れ
た
。

モ
ニ
タ
ー
は
米
国
、
英
国
な
ど
外
国
籍
の

方
８
名
で
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
で
は
ま
ず
、
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
藤
本
淳
也
教
授
が
歓

迎
の
挨
拶
。
参
加
者
は
武
道
場
に
移
り
、
剣

道
部
や
な
ぎ
な
た
部
の
学
生
の
手
を
借
り
て

袴
姿
に
着
替
え
た
後
、
剣
道
部
の
村
上
雷
多

監
督
か
ら
礼
節
を
重
ん
じ
る
日
本
武
道
の
精

神
性
や
正
し
い
正
座
、
礼
の
作
法
な
ど
の
説

明
を
受
け
た
。

続
い
て
、「
剣
道
」
と
「
な
ぎ
な
た
」
の
２

班
に
分
か
れ
、
剣
道
は
村
上
監
督
、
な
ぎ
な

た
は
天
川
彰
子
監
督
が
指
導
し
、
両
部
の
学

生
が
補
助
を
務
め
た
。
監
督
か
ら
の
全
体
へ

の
説
明
は
通
訳
を
介
し
て
伝
え
ら
れ
た
が
、

細
部
の
実
技
指
導
は
学
生
部
員
が
懸
命
に
英

語
で
伝
え
て
、
参
加
者
は
次
第
に
竹
刀
や
な

ぎ
な
た
を
振
れ
る
よ
う

に
。
体
験
の
終
盤
、
参
加

者
が
部
員
に
挑
戦
す
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
大
き
な
盛
り

上
が
り
を
見
せ
た
。

来
年
1
月
に
は
、
観
光

や
宿
泊
も
組
み
込
ん
だ
１

泊
２
日
で
の
モ
ニ
タ
ー
体

験
が
行
わ
れ
る
予
定
。

モ
ニ
タ
ー
体
験
会
「
な
り
き
り
剣
士
体
験
」

「
武
道
ツ
ー
リ
ズ
ム
」を
実
施

▲ なぎなた部員から構
えなどを学ぶ参加者

◀︎礼を学ぶ参加者

徳田真彦講師からストレッチングの指導を受ける参加者

本学のスタッフからウォーキングのポイントについて
説明を受ける参加者

「本学×ロート製薬×泉佐野市地域法人」コラボ

健康増進ツアーを実施
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キ
ャ
ン
プ
実
習
が
熊
取

町
の
野
外
活
動
ふ
れ
あ
い

広
場
と
そ
の
周
辺
で
実
施

さ
れ
、
２
年
生
を
中
心
に

約
３
４
０
人
が
参
加
し
た
。

８
月
に
始
ま
り
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
で
い
っ
た
ん
途
中
で
打

ち
切
り
と
な
っ
た
が
、感
染

対
策
を
徹
底
し
て
残
り
の
日
程
を
10
月
に
実
施
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
実
習
は
兵
庫
県
香
美
町
の
美
方
高
原
で

４
泊
５
日
の
日
程
で
実
施
さ
れ
る
予
定
だ
っ
た
が
、

感
染
症
対
策
と
し
て
８
月
下
旬
、
熊
取
町
で
３
日
間

の
日
帰
り
で
３
ク
ー
ル
に
分
け
て
開
催
さ
れ
る
こ
と

に
。
し
か
し
、
参
加
者
の
中
に
自
宅
待
機
者
な
ど
が

出
た
影
響
で
第
２
ク
ー
ル
で
い
っ
た
ん
打
ち
切
り
。

残
る
第
３
ク
ー
ル
は
、
感
染
者
が
減
少
し
た
10
月
23
、

24
日
、
感
染
対
策
を
徹
底
し
て
２
日
間
の
日
帰
り
日

程
と
し
、
約
１
０
０
人
が
参
加
し
た
。

キ
ャ
ン
プ
実
習
は
、
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
や
ス
タ
ッ
フ

の
下
で
教
育
的
な
目
的
の
た
め
に
実
施
さ
れ
る
組
織

キ
ャ
ン
プ
の
理
論
や
技
術
、
教
育
的
価
値
や
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
の
価
値
を
理
解
す
る
。
ク
ラ
ブ
の
専

門
種
目
を
離
れ
て
日
ご
ろ
行
っ
て
い
な
い
活
動
を
ゼ

ロ
か
ら
始
め
、
新
た
な
グ
ル
ー
プ
の
中
で
人
間
関
係

が
ど
う
形
成
さ
れ
て
い
く
か
非
日
常
空
間
で
体
験
し

て
も
ら
う
こ
と
も
実
習
の
目
的
だ
。
担
当
の
冨
山
浩

三
教
授
は
「
本
学
の
学
生
は
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
を
通

じ
て
高
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
備
え
て
い

る
こ
と
が
多
く
、
実
習
を
通
じ
て
深
い
人
間
関
係
を

築
い
て
い
る
」
と
話
す
。

10
月
の
第
３
ク
ー
ル
で
は
、
開
校
式
で
学
旗
の
掲
揚

や
学
歌
の
演
奏
な
ど
の
後
、
２
組
に
分
か
れ
て
２
日

間
、
野
外
生
活
技
術
と
ハ
イ
キ
ン
グ
に
取
り
組
ん
だ
。

野
外
生
活
技
術
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
で
テ
ン
ト
や

タ
ー
プ
を
実
際
に
張
っ
て
設
営
技
術
を
学
び
、
か
ま

ど
で
た
き
ぎ
を
く
べ
、
火
を
お
こ
し
た
。
ま
た
、
ハ

イ
キ
ン
グ
で
は
雨
山
ま
で
の
往
復
２
時
間
を
歩
い
た
。

本
学
で
は
、
体
育
学
部
は
キ
ャ
ン
プ
を
は
じ
め
臨

海
、
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
、
ゴ
ル
フ
、
ス
キ
ー

の
５
つ
、
教
育
学
部
は
冬
季
と
夏
季
の
野
外
活
動
実

習
が
あ
り
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
や
人
間
力
な
ど
を
養

う
場
と
し
て
重
視
し
て
い
る
。

今
年
は
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
キ
ャ
ン
プ
、
臨
海
実
習
は

実
施
で
き
た
が
、
ス
キ
ー
実
習
の
中
止
が
す
で
に
決

ま
る
な
ど
昨
年
に
続
き
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て

い
る
。

冨
山
教
授
は
「
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り

組
む
学
生
に
と
っ
て
、
専
門
種
目
と

は
違
う
野
外
の
場
で
人
間
関
係
作
り

を
す
る
こ
と
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
幅
を

広
げ
る
た
め
に
絶
対
重
要
。
縮
小
に

は
な
っ
た
が
、
学
生
が
キ
ャ
ン
プ
を

通
じ
て
そ
の
一
端
に
触
れ
た
こ
と
は

良
か
っ
た
」
と
話
し
て
い
る
。

サ
ッ
カ
ー
部
男
子
２
選
手
の
Ｊ
リ
ー
グ
入
団
が
決

ま
っ
た
。

主
将
の
小
川
大そ

ら空
選
手
は
Ｊ
２
の
愛
媛
Ｆ
Ｃ
に
入

団
。
小
川
選
手
は
、
主
将
を
務
め
２
０
０
名
を
超
え

る
部
員
を
ま
と
め
る
存
在
。「
ま
ず
は
、
大
阪
体
育
大

学
で
磨
い
た
人
間
性
を
ピ
ッ
チ
の
内
外
で
発
揮
し
、

試
合
に
絡
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
自
分
の
特
徴
で
あ

る
キ
ャ
プ
テ
ン
シ
ー
と
攻
撃
的
な
プ
レ
ー
ス
タ
イ
ル

で
、
チ
ー
ム
の
中
心
選
手
と
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
ま

す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

Ｇ
Ｋ
の
泉い
ず
も
り森

涼
太
選
手
は
Ｊ
３
の
鹿
児
島
ユ
ナ
イ

テ
ッ
ド
Ｆ
Ｃ
の
加
入
が
決
ま
っ
た
。
泉
森
は
鹿
児
島

城
西
高
校
の
出
身
。「
幼
い
頃
か
ら
の
目
標
で
あ
っ
た

プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
選
手
の
キ
ャ
リ
ア
を
、
高
校
で
お
世

話
に
な
っ
た
鹿
児
島
の
地
で
ス
タ
ー
ト
で
き
る
こ
と

を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
1
日
で
も
早
く
ピ
ッ
チ
に
立

ち
鹿
児
島
の
Ｊ
３
優
勝
、Ｊ
２
昇
格
に
貢
献
し
ま
す
」

と
誓
っ
た
。

テントやタープを張って設営技術を学ぶかまどにたきぎをくべ火をおこす

写真はいずれもNozomi FUJITA

雨山までハイキング

サッカー部の小川、泉森が
Jリーグへ

愛媛ＦＣ、鹿児島ユナイテッドＦＣ

小川大空泉森涼太

キャンプ
実習
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学
園
祭
「
第
54
回
雨
山
祭
」
が
10
月
31
日
、

様
々
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
取
り
、
熊
取
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
2
年
目
と
な
る
雨
山
祭
は
、
参

加
者
を
学
生
・
教
職
員
に
限
り
、
期
間
を
昨

年
と
同
様
に
２
日
か
ら
１
日
に
短
縮
。
検
温
、

消
毒
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
の
確
保

の
ほ
か
、
の
ど
自
慢
大
会
で
マ
イ
ク
を
１
人

１
本
用
意
す
る
な
ど
の
対
策
を
取
っ
た
う
え

で
、
昨
年
よ
り
内
容
を
拡
大
し
午
前
10
時
～

午
後
６
時
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
熊
取
キ
ャ
ン

パ
ス
を
会
場
に
実
施
し
た
。
一
部
の
模
様
は

オ
ン
ラ
イ
ン
で
紹
介
し
た
。

テ
ー
マ
は「
R
e
S
t
a
r
t（
リ
ス
タ
ー

ト
）」。
コ
ロ
ナ
禍
で
学
生
生
活
が
大
き
な
影

響
を
受
け
て
い
る
中
で
、「
再
び
ス
タ
ー
ト
し

よ
う
」
と
い
う
強
い
思
い
を
込
め
た
。

午
前
中
は
、
第
4
体
育
館
で
「
ボ
ッ
チ
ャ
」

と
「
ゴ
ー
ル
ボ
ー
ル
」
が
行
わ
れ
、
事
前
に

参
加
申
込
み
を
し
て
い
た
学
生
が
ゲ
ー
ム
を

体
験
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
競
技
の
魅
力
を
体
感

し
た
。
ボ
ッ
チ
ャ
は
、
日
本
代
表
強
化
選
手

の
内
田
峻
介
さ
ん
（
教
育
学
部
1
年
）
と
東

京
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
日
本
代
表
コ
ー
チ
を

務
め
た
曽
根
裕
二
准
教
授
が
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
投
げ
る
時
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
説
明
し
た
。
ま
た
、
特
別
企
画
と
し

て「
東
京
オ
リ
・
パ
ラ
関
係
者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
」

が
あ
り
、
内
田
峻
介
さ
ん
が
ボ
ッ
チ
ャ
の
魅

力
や
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
会
式
で
聖
火
の

最
終
点
火
者
を
務
め
た
際
に
感
じ
た
こ
と
、

今
後
の
目
標
な
ど
に
つ
い
て
実
行
委
員
か
ら

の
質
問
に
答
え
た
。

午
後
は
、
屋
外
の
ス
テ
ー
ジ
で
、「
の
ど
自

慢
大
会
」「
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト
」「
ビ
ン
ゴ
大

会
」
や
、
ダ
ブ
ル
ダ
ッ
チ
部
に
よ
る
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

終
了
後
、
雨
山

祭
実
行
委
員
長
の

田
澤
良
多
さ
ん

（
体
育
学
部
２
年
）

は
、「
緊
急
事
態
宣

言
が
出
て
、
途
中

ま
で
開
催
で
き
な

い
と
思
っ
て
い
た

だ
け
に
本
当
に
う

れ
し
い
。
伝
統
あ

る
行
事
を
後
輩
へ

引
き
継
ぐ
こ
と
が

で
き
て
よ
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
た
。

和
歌
山
市
で
水
道
用
の
橋
が
崩
落
し
市
北

部
の
約
６
万
戸
で
断
水
が
続
い
て
い
る
中
、

大
阪
体
育
大
学
が
10
月
８
日
、
断
水
の
た
め

休
校
し
て
い
る
和
歌
山
北
高
校
に
、
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
約
１
４
０
０
本
を
届
け
た
。

和
歌
山
北
高
校
は
普
通
科
と
ス
ポ
ー
ツ
健

康
科
学
科
を
備
え
た
県
立
高
校
で
、
北
校
舎

（
和
歌
山
市
市
小
路
）
と
西
校
舎
（
和
歌
山
市

西
庄
）
に
計
１
１
７
９
名
の
生
徒
が
在
籍
し

て
い
る
。
断
水
後
は
休
校
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン

の
み
の
授
業
が
続
い
て
い
た
。

同
校
は
本
学
か
ら
40
㌔
弱
と
近
く
、
卒
業

生
４
名
が
現
在
本
学
で
学
び
、
本
学
の
卒
業

生
３
名
が
保
健
体
育
科
教
諭
と
し
て
勤
務
す

る
な
ど
縁
が
深
い
こ
と
も
あ
り
、
水
を
届
け

る
こ
と
に
。
本
学
の
職
員
が
２
台
の
車
で
、

在
庫
が
あ
っ
た
本
学
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ミ
ネ
ラ

ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
５
０
０
㎖
の
24
本
入
り
ケ
ー

ス
59
箱
を
同
校
西
校
舎
に
届
け
た
。

同
校
の
西
上
嘉
人
副
校
長
や
本
学
Ｏ
Ｂ
の

教
員
ら
約
10
人
が
車
か
ら
ケ
ー
ス
を
運
び
出

し
、
同
校
の
卒
業
生
で
体
育
学
部
３
年
の
望

月
愛
加
さ
ん
も
作
業
に
加
わ
っ
た
。

西
上
副
校
長
は
「
大
変
助
か
り
ま
す
。
学

校
を
再
開
す
る
月
曜
に
生
徒
に
１
本
ず
つ
配

り
ま
す
」
と
話
し
て
い
た
。

学園祭「雨山祭」をリアルと一部オンラインで開催

テーマは「ReStart」
リスタート

断
水
中
の
和
歌
山
北
高
校
に
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
寄
贈

内田峻介さんと曽根裕二准教授によるデモンストレーション

ボッチャに挑戦する学生

ダブルダッチ部のパフォーマンス
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コラム

名誉教授�　 和 田 隆 夫
母と父の物語

ぼくたちは親を「親」としかみない。「親」の部分以外に関心
はない。そのことは家制度の家族でも核家族でも変わりはない。
それでこそ家庭の平穏は保たれる、と思っていた。しかし誰にも
人生の物語はあるのだ。
朝から迷惑な番組がある。NHKの連続テレビ小説「カムカム

エヴリバディ」である。三代にわたる女性の物語だが、泣かされ
るシーンが多すぎる。初代ヒロインの安子を演じる上白石萌音の
好演だけではなく、脚本（藤本有紀）がいい。
ぼくには、安子の人生と母の人生が重なる。
ドラマの舞台は岡山。安子は大正14年に和菓子屋の娘として
生まれる。家族に囲まれ幸せな少女時代をすごす。やがて偶然に
出会った青年と恋に落ちる。その後、紆余曲折はあるものの、学
徒動員で出征する前にあわただしく結婚し、娘を産む。しかし夫
は戦死する。
母は、大阪、堀江の仕出屋の娘だった。大正10年に生まれ、

二人の姉と妹がいて、なかいとさんとしてのんびり育った。当時
の写真をみると、女学校時代の「おつきさま」というあだ名に似
つかわしくない、どちらかといえば柴咲コウに似た顔立ちの、眼
に気の強さが強くあらわれている、やんちゃな娘にみえる。昭和
18年2月、21歳の時に結婚した。夫は旧制中学校を卒業したあ
と、家業である大阪南地の老舗割烹料理店を継ぐべく修行中だっ
た。12月に男の子を生むが、ドラマとは違い生まれてすぐに亡
くなる。翌年2月に夫は召集され、同年7月に日本海で戦死した。
昭和25年に母は父と再婚する。父は初婚だった。二人の死か

ら再婚までの間に書かれた母のメモが残っている。ドラマの安子
には子どもがいるが、母は最愛の二人を失っている。書きなぐっ
た文章には希望はまったくない。絶望と死への示唆のみが書き連
ねられている。このメモから再婚するまでの心の軌跡はまったく
わからない。父はどれだけ努力したのだろうか。母はどのように
生きていたのだろうか。このあたりがドラマを見ていて涙する所
以である。
母の再婚は、ぼくと妹にはながく秘密だった。ぼくは当然のよ

うに初婚だと思っていた。このことを突然知ることになる。
父が亡くなって数年たった頃である。ぼくはささいなことで夫
婦喧嘩をした。妻は家を飛び出した。初めてのことである。2、
3時間たって母から電話があった。妻は、自分の実家に帰らず、
母を頼ったのである。説教を覚悟して実家に行くと、母は神妙に
すわる二人を前にして、自分の最初の結婚の話をしだした。ぼく
たちの夫婦喧嘩にはまったく触れず、仲裁する様子もなかった。
母が話しおわると、ぼくたちは、抗することができない、すべて
の人生をのみ込む圧倒的な暴力、戦争のなかを生きてきた人間の
すごみにつつまれていた。
（兄がいたのか）
妹にさっそく連絡すると、知っていると言われた。結婚前にな

にかいいものはないかと母の箪笥を物色すると、箪笥の引き出し
の底に戦死した夫の最期の手紙と葉書、戦死公報をまとめてつ
つんだ、ふくさがあった。最期の手紙に同封されていた小さな
桜貝もあったそうだ。妹は文面のみを書き写したが、母に訊ね
ることはしなかった。手紙のことは母が自分から話すのを待とう
ということになった。しかし母は一切語らなかった。ただしある

とき九段会館で知人と会うことを話す
と、靖国神社に前夫のお参りをしてほ
しいと頼まれた。
母の死後箪笥の中にふくさはなか

った。
大学生の頃、友人と話をしていて、
「和田は長男らしくない」
「どんなところが」
「長男にしては無責任だ」
ぼくは気色ばんで「無責任だと」
「いや、悪い意味ではなく、自分らし
　い、身軽な生き方だということだ」
「たしかに長男という枠はぼくには
　ない」と思いいたった。
そういえば、両親から「長男だから…」といわれたことはない。
少し不思議に思っていた。家風がリベラルなのだと納得していた
が、兄の存在を知って、いろいろなことが氷解する思いだった。
母からみてぼくはどこまでも次男なのだ。父は、母のそんな秘

した気持ちを大切に考え、ぼくに長男というレッテルを貼らなか
った。
しかし父と母がそうであっても、それは二人だけのことだっ
た。親族はぼくを本家の跡取りとして別格扱いにする。父は長男
で、兄弟姉妹は８人いる。正月には祖父母宅に40人近い親族が
集まる。そのおりおせちとともに茶碗蒸しが振る舞われる。おせ
ちと違い茶碗蒸しは当日調理される。祖母や叔母たちは忙しくし
ていた。そんな状況でもぼくの茶碗蒸しだけ特製で、好物のゆり
根が大量に入れられていた。あるときいとこの一人がそのことに
不満を言うと、祖母は「あととりだから」と言う。
こうしたことは親族が集まればいつものことで、そうした中で
成長していった。長男を意識させない両親と本家の跡取りを意識
させる親族のギャップは大きかった。この混乱はぼくの内部で熟
成され、律儀だけど自由な性格として固定していった。
ぼくを長男とみれば兄の誕生を認めないことになる。母にとり

ぼくは次男でないといけない。その反面、ぼくを長男とみられな
い苦しみがあったはずである
父は、「ぼくは次男」という母の隠された気持ちを抱きしめた

まま、「長男」という言葉をぼくに使わず黙って死んでいった。
ぼくの精神的な混乱は、「母の兄への愛」と「父の母への愛」
から生まれた愛に満ちた不幸だった。
戦争は人を殺し、生き残った者の人生を殺す。その悲劇の時代

に二人の男が生涯にわたり母を愛した。三人の人生は、当時の日
本人にとりめずらしいものではないだろう。
母と父の物語は、三人の若者が終戦の前後10年の間に交錯し、

兄とぼくと妹が生まれる物語だった。
この物語は母の死で終わった。
母の最期の入院の2ヶ月前に教授に昇任した。教授の名刺を最

初に母に渡した。母はうれしそうな顔をしていた。死後病室の片
付けをしていると、母の眼鏡ケースの中にぼくの名刺が入ってい
た。誰に見せるわけでもなく、眼鏡を使うたびに名刺を見てくれ
ていたことを知った。今も大阪体育大学に感謝している。

◆
◇
浪
商
学
園
が

創
立
１
０
０
周
年

を
迎
え
ま
し
た
。

記
念
誌
委
員
会
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
改
め
て
学
園
史
を

調
べ
ま
し
た
が
、
創
立
直
後
か
ら
ス

ポ
ー
ツ
と
と
も
に
あ
る
学
校
だ
っ
た

こ
と
を
強
く
感
じ
ま
す
。
特
に
、
大

学
の
初
代
副
学
長
で
東
京
五
輪
選

手
強
化
対
策
本
部
長
を
務
め
た
大

島
鎌
吉
氏
が
野
田
賢
治
理
事
長
ら

に
話
し
た
「
０
歳
か
ら
１
０
０
歳
ま

で
の
健
康
を
ス
ポ
ー
ツ
で
支
え
る
」

に
は
、
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

◆
◇
大
島
氏
は
五
輪
三
段
跳
び
の
メ

ダ
リ
ス
ト
で
新
聞
社
の
運
動
部
記
者

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
私
も
同
じ

新
聞
社
に
い
て
実
感
し
た
の
で
す
が
、

編
集
局
の
中
で
は
ど
う
し
て
も
「
政

治
や
経
済
が
紙
面
の
中
心
で
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
は
そ
の
次
」
と
い
う
感
覚

が
生
ま
れ
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
大

島
氏
は
「
ス
ポ
ー
ツ
こ
そ
が
よ
り
良

い
社
会
を
作
り
、
世
界
を
平
和
に
す

る
た
め
の
最
適
の
手
段
で
あ
り
、
だ

か
ら
こ
そ
尊
い
」
と
い
う
意
識
を
強

烈
に
持
っ
て
い
ま
し
た
。

◆
◇
そ
ん
な
考
え
の
元
で
生
ま
れ
た

大
阪
体
育
大
学
は
現
在
、さ
ら
な
る

進
化
を
目
指
し
大
き
な
改
革
を
進

め
て
い
ま
す
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
可
能

性
を
信
じ
る
理
念
は
不
変
で
す
。
Ｌ

号
館
前
の
ロ
ー
タ
リ
ー
脇
に
は
、
大

島
氏
か
ら
贈
ら
れ
た
月
桂
樹
と
碑

が
あ
り
ま
す
。
本
学
の
新
た
な
挑
戦

を
、
大
島
氏
が
そ
こ
か
ら
見
守
っ
て

く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
い
ま
す
。　
　
　
　
【
大
坪
康
巳
】
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